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Abstract 

How did the development of mineral resources begin in the peripheral regions of 

India under British colonial rule? As a preliminary step toward answering this 

question, this paper examines how a series of mineral surveys were conducted in 

the hilly regions of Odisha (Orissa), located in eastern India, up until the mid-19th 

century.  

This paper traces the progression from surveys carried out by amateur geologists 

to fully professional surveys and examines how information on geology and 

minerals was subsequently inherited. 

Furthermore, it reveals that the process from mineral surveys to development 

was fraught with twists and turns, and that the decision to proceed with 

development was closely linked to improvements in measurement and analysis 

techniques, innovations in various types of machinery such as engines and power 

generation, the expansion of the railway network, and the injection of capital. 

 

１．はじめに 

 

イギリス植民地統治下のインドの辺境地域において、鉱物資源の開発がどのように始まった

のであろうか。本稿はこの問いに答える前段階として、資源開発以前に行われた一連の調査の

過程がどのようなものであったかを地域史の視点から検討するものである。 

本稿が対象とする地域はインド東部に位置するオディシャー（オリッサ）州の丘陵地域であ

る（図１）1。経済自由化が一層進んだ 1990 年代以降のインドでは、鉱物・エネルギー資源の
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需要の拡大と中央・州政府の積極的な外資の受け入れにより、鉱山開発が活況を呈した。そう

した中で丘陵地域に鉱物資源を豊富に有するオディシャー州では、2008-09 年に鉱物の総生産

量において全インドの 16％のシェアを占めるようになった。同州の鉱業の伸長はその後も続

き、約 10 年後にはインド全体の主要鉱物のおよそ 25％を産出している。今後の増産も期待さ

れており、州政府の鉱山・地質局のウエブサイトによれば、推定されているインド全体の埋蔵

量内、クロマイトの 98.4％、ボーキサイト 59.95％、マンガン鉱石 67.8％、鉄鉱石 32.9％、石

炭 24.8％を同州が占めているという 2。また、インド鉱山省のウエブサイトでは、2023-24 年

の生産額で、オディシャー州はインド全体で 45％に及ぶとされる 3。州内総生産が低調であっ

たオディシャー州にとって、鉱業は経済成長をけん引する重要な産業部門として順調な成長を

見せ、州政府の歳入の増加や雇用の面で大きく貢献してきた（Das & Acharya, 2016）。 

こうした急速な開発の一方で、開発される側の住民たちによる反対運動がこれまで展開され

たことは無視してはならないだろう。土地の多くはトライブの人々が多数居住する丘陵地帯に

あり、開発業者とトライブとの間の土地をめぐる対立や格差意識の拡大から生ずる被開発者た

ちの不満が示されるようにもなった。現代インドにおいて天然資源をめぐる開発問題は生活圏

である土地の強制収用や立ち退き補償のみならず、環境や生態系の破壊、鉱山権をめぐる汚職

や不法採掘など広範囲に及んでいる（杉本, 2015）4。 

 

 

図１ 現在のオディシャー州の位置（筆者作成） 
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では、この資源州のオディシャー州において、鉱物資源の開発が着手されたのはいつなのだ

ろうか。この疑問に端的に答えてくれるような、同州の鉱山開発史に関するまとまった研究は

ほぼなかったと言ってよい。このことはオディシャー州だけに限られたことでなく、インドの

他の地域に関しても、植民地時代から現在までの鉱山史を体系的に論じた研究は手薄であった。

しかも、これまでの研究は主に 20 世紀初頭からの労働運動史、トライブの抵抗運動史、産業

史、あるいは科学史や技術移転史といった文脈においてなされてきたのであった 5。 

今日開発が進むオディシャー州の丘陵部はイギリス植民地時代において辺境地域とされ、ほ

とんどは半独立的王侯が支配する藩王国領であった。丘陵部において動力機械を用いた本格的

な鉱山開発がはじまるのは 20 世紀初頭のことである。元藩王国領で後にイギリス領になった

サンバルプル県において、ベンガル＝ナーグプル路線の支線の延長工事中に石炭層が見つかり、

蒸気機関車に供給するための炭鉱が開かれた。また、同じ頃、藩王国領においても鉄鉱石やマ

ンガンの鉱山が稼働している。こうした開発の勢いは、第一次世界大戦後に、より拍車がかか

ることになった。鉄鉱石、石灰石、マンガンなどの鉱山に加え、タルチェル藩王国では炭鉱開

発が進められた。インド独立後にはこれにアルミニウムの原料であるボーキサイトが加わり、

鉄鋼所や精錬所、それに必要な水資源や電力の供給を含めた大々的な開発が丘陵部を中心に進

められていった（杉本, 2015）。 

インド植民地統治下での鉱山開発に関しては、特定の大規模鉱山、例えばラニガンジやジャ

リア炭鉱などを除いて、辺境地での一連の資源調査が 19 世紀より植民地側によって繰り返し

なされてきたことは長らく注目されてこなかった。こうした要因として考えられるのは、資源

調査と開発の間に、主に 3 つの大きな断絶があるためと考えられる。１つ目は、資源調査から

開発までの間が長期にわたること、２つ目は調査の担い手が植民地側に長らくあったこと、３

つ目は調査も開発も地域社会から切り離されて行われていたことである。本稿はそのような断

絶を架橋する試みであるが、こうした一連の調査で得られた知的構造と開発を後押しした経済

状況が、イギリス帝国との繋がりの中にあったことにも着目したい。 

1851 年にインド地質調査所（Geological Survey of India）がカルカッタに創設されて以降、

地質調査と並んで資源調査が本格的にはじまるが、それ以前にもこの地の資源について探求し

た調査報告があった 6。いわば、地質調査所に資源調査を誘った一連の調査である 7。広大なイ

ンド亜大陸にあって、人員の限られた地質調査所はその初期段階において、地誌や地租調査、

さらに数少ないそれ以前の地質調査を参照しつつ、鉱物資源のありかを現地調査に基づいて把

握しようとした。現地調査が行われたのは、そうしたより確実な限られた場所であったことは

あらかじめ指摘されてよい。そうして、起点となる場所からその周辺を含め、より精度を増す

調査が 20 世紀初頭まで繰り返され、その結果は地質図の中に描き込まれ、逐次報告されたの

だった。 

こうした調査が時間を隔てて上塗りされていく過程を、本稿では調査のバトン・リレーと表

現したい。本稿で検討されるタルチェル炭鉱のように、現在はオディシャー州の最重要な炭鉱

でありながら、調査から実際の開発に至るまでには長い道のりがあった。石炭の発見から直ち

に開発が始まったわけではない。開発が行われる背景には、測定・分析技術の向上や動力や発
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電などの各種機械の革新、鉄道網の拡大、さらに資本の投入といった要因が深く結び付いてい

た。したがって、その開発までの道のりは決して直線的なものではなく、時に断絶を伴いなが

ら開発に至るものもあったのである。その場合、調査の起点から開発までがどんなに時間がか

かろうが、調査はその都度、バトン・リレーのように連続していたと捉えることが可能だろう。

こうして、条件が整った段階で採鉱が検討され、資本が集められ、法的な手続きを経て鉱山が

稼働することになる。 

本稿ではオディシャー州における地質調査の起点を今一度問い、後の開発の時代に活かされ

た調査のバトン・リレーの時代について、資源州であるオディシャー州の領域を中心に検討す

る。19 世紀後半、1880 年代以降の資源調査から 20 世紀前半の実際の資源開発が進む時代につ

いては別稿に譲るが、本稿はこの地域の一連の鉱山史に関する論考の序論に位置づけられる。 

以上の目的に従い、第 2 節ではインド地質調査所の初代所長による、ベンガル管区カタック

地方（Cuttack Division、ないし Orissa Division）周辺（特にタルチェル炭鉱）に関する予備

報告について触れ、初期調査所にとって炭鉱調査がいかに重要であったのかを指摘する。第 3

節では、この予備報告を手掛かりに、それまでの地質調査が当該地域においてどのようになさ

れ、その内容は何であったのかを、一行政官の書いた地誌をもとに検討する。第 4 節でこの行

政官の地誌の意義を問い、続く第 5 節では、考古学調査のために当該地域を訪れた、一軍人が

発見した石炭に関する議論を取りあげる。さらに、次節の第 6 節で、この軍人が現地調査の情

報を提供した、石炭・鉱物調査委員会における当該地域の石炭や鉄に関する報告に注目する。

第 7 節ではタルチェル炭の分析による質の悪さと採炭コストに関する議論を検討した上で、第

8 節では、インド地質調査所による当該地域における本調査について述べる。第 9 節では、以

上の調査のバトン・リレーから、19 世紀中盤以降どのように開発に繋がっていったのか、タル

チェル炭鉱を例に簡潔に述べる。 

 

２．オールダムの予備報告と対象地域 

 

1856 年より刊行がはじまったインド地質調査所の記念すべき紀要第１号（後に第 1 巻に収

録）の 1 頁から 32 頁に、初代所長トーマス・オールダム（Thomas Oldham: 1816-1878 年）

による「カタック諸藩王国におけるタルチェルの石炭と鉄に関する予備報告（Preliminary 

Notice on the Coal and Iron of Talcher, in the Tributary Mehals (Mahals) of Cuttack）」が掲

載された（以後、予備報告と略称）。その内容は現在のオディシャー州の一部となったタルチェ

ル藩王国の石炭と鉄鋼石について、できる限りの情報を集めて年代順にまとめ、彼の見解を加

えたものだった。「予備」とあるのは、これに続くブランフォード兄弟（William Thomas 

Blanford: 1832-1905 年、Henry F. Blanford: 1834-1893 年）とテオボルド（William Theobald: 

1829-1908 年）らによる、1855-56 年の冬季に行われた現地調査に基づく論文「カタック地方

におけるタルチェル炭田の地質構造と関連性について（On the Geological Structure and 

Relations of the Talcheer (Talcher) Coal Field, in the District of Cuttack）」を補うものであ

ったためである（Blanford, W. T., Blanford, H. F. & Theobald, 1856）。オールダムはあらかじ
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めタルチェルの「炭田に関する既存の情報を簡潔に報告することは、その地方の地質構造に関

する詳細な報告に入る前に、興味を引くものだろう」と述べている (Oldham, 1856, p.1）。オ

ールダム本人はブランフォード兄弟とテオボルドらのフィールド調査には参加してはいなかっ

たが、地質調査所の所長として初めての本格的な現地調査に、何かしらの文を寄せたかったの

かもしれない。 

オールダムは予備報告の中で引用・参照したのは、1820 年代にまとめられた地誌、1830 年

代から 1850 年代初めにかけての石炭と鉄に関する一連の報告や行政資料ならびに標本分析で

あった。以下、オールダムの予備報告を手掛かりに、この地の鉱物資源に関する 19 世紀前半の

議論を追うことにするが、オールダムたちが調査対象とした地域について、図２と共にあらか

じめ簡潔に述べておきたい。 

オリッサ（カタック）地方は 1803 年にマラーター同盟から割譲された、マハーナディー川

とブラフマニー川のデルタ地帯の海岸平野部のことで、ベンガル管区に属し、イギリスによる

直接支配下にあった。オールダムたちが調査対象としたのは、このオリッサ地方を縁取る周辺

の丘陵地域の藩王国領であった（図２の①タルチェル、デンカナル、ケオンジャル、マユルバ

ンジ藩王国など）。これらは東インド会社と軍事同盟を結んだ、半独立的王侯である藩王たちが

支配し、オリッサ地方の地方長官がその管轄にあたった 8。こうしたこともあり、オールダムた

ちはオリッサ地方と周辺の藩王国を行政都市のあった「カタック」として一体的に呼ぶ傾向に

あったが、実際の統治は分かれていたのだった 9。 

 

 

図 2 19世紀半ばのオリッサ地方とその周辺地域（本稿に登場する藩王国名、筆者作成） 
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３．スターリング論文からの引用 

 

オールダムが予備報告の最初に用いた文献は、『ベンガル・アジア研究（Asiatic Researches 

of Bengal）』に 1825 年に発表された、スターリング（Andrew Stirling: 1793-1830 年）による

「オリッサ本土、ないしカタックの地理、統計、歴史報告（An Account, Geographical, 

Statistical and Historical of Orissa Proper, or Cuttack）」だった。オールダムは自身の予備報

告の導入部で、当該地域に関する地理や地形ならびに地質や岩石、また鉱物資源の概要を説明

する際に、スターリングの論文から必要箇所を入念に引用しながら紹介したのだった。オール

ダムはこの論文が「主にこの地域の古代遺跡と政治状況の記述に重点を置いているが、地質学

的事実もいくつか述べられて」おり、信頼できる情報が記載されていると指摘している

（Oldham, 1859, p. 1）。 

では、オールダムはスターリング報告から具体的にどこを引用していたのだろうか。彼はオ

リッサ地方と周辺の地形と地質の全般的な特徴について説明した所で、主に以下の内容を引用

している。それによると、オリッサ地方とその周辺が丘陵と森林からなる西部と沖積層からな

る海岸平野部に分かれており、前者はほとんど調査されてこなかった広大な領域であること、

また、丘陵の麓から海へと広がる後者の平野部は、均質な表層からなり、その全域にわたって

岩の隆起による地層の乱れはなく、西部との境界に横たわる鉄粘土（ラテライト）の層と海と

の間に単一の岩石はないとし、例外的に石灰質の不思議な楕円の凝結である石灰石の結晶があ

り、非常に広範囲に散らばっているというものである（Oldham, 1856, pp.1-2, Stirling, 1825, 

p.167）。 

次にオールダムは平野部が全般的にかなり耕作されていることをスターリングが述べている

と指摘した上で、その土壌について触れた箇所を引用する。 

 

マハーナディー川の南、そこは全体的に軽い砂地の特徴がある。その川を越えると、

特に丘陵の近辺においては、粘土のような粘性と外観を持ち、しばし顕著な白色で

ある。また、何マイルにもわたって、表面には砂利や石灰岩の粒が薄く散らばってい

ることがあり、現地の人はこれをゲングティ（Gengti）10と呼んでいる。この土壌の

区分はミドナプル近くまで拡がる（Oldham, 1856, pp.1-2, Stirling, 1825, p.171）。 

 

さらに、丘陵地域の特徴について、その境界線から海までの間の距離が 60 マイルから 70 マ

イルであることを紹介した上で、オリッサ地方北部の沿岸地域にあたる「バラソールでは、湾

の岸から 16～18 マイルの距離まで立派な岩山の一群が明確に突き出しており、昔の航海士の

間では Nelligreen（Nilgiri、ニルギリ）山地として知られていた」とスターリングの文章を引

用する。そして、南のガンジャムに接するチリカ湖との間には、「低い尾根が海に向かって突き

出しているように見えるが、実際には広い砂浜によって海から隔てられている」（Oldham, 1856, 

p. 2, Stirling, 1825, p. 176）とスターリングの文を続けるのである。 

こうしたオールダムによるスターリングの文章の切り取り方から分かるのは、調査対象であ
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るタルチェル藩王国およびその周辺の地形や地質に関する情報を、少ないながらも何とか提示

しようとするオールダムの姿勢である。また、その姿勢はスターリングが描写した地質の特徴

を引き出す箇所、並びに続く岩石に関する情報を切り取る箇所でも貫かれている。 

 

ブラフミニ（ブラフマニー川）とガンジャムの間にある低地から見える丘陵は、主に

花崗岩の形成物である。砂岩に酷似していること、および、かなり硬化されたステア

タイト（凍石）の岩脈がいたるところで散在した、不完全に形成されたガーネットを

大量に含んでいることは注目に値する。それらは全般的に不規則に散在するグルー

プからなり、頂部が尖った波打つ峰々を呈し、あらゆる角度で互いに交差している

ように見える。あるいは孤立した円錐形や楔形の丘として現れ、基部では完全に分

断されている。そしてほとんど頂上まで植生に覆われている。ムガルバンディ（平野

部）から見られる山々の最も高い標高は、およそ 2000 フィート（約 600 メートル）

であろう。それらの平均的な標高は 300フィートから 1200フィートまで変化する。

より高い山地と規則的な地形は内陸部でさらに見られるが、オリッサの藩王国領

（Rajwara）において、長く連なる連続した山地は存在しないと私は考える。主たる

岩石の色は赤である。私の観察の範囲では、それは層状に現れることは決してない。

その質感はしばしば粘板岩に近く、全体的な風化・分解した外観、すなわち含有する

赤い斑点の量（前述の変形したガーネットである）と、それを貫く赤と白の滑石の数

多くの脈から、全体として極めて特異な外観を呈している（Oldham 1856, pp. 1-2, 

Stirling, 1825, pp. 177）。 

 

これに続いて、この丘陵部の花崗岩に次いで豊富な岩石はラテライトであり、丘陵の麓にか

なりの深さの層をなして、平野部へ 10 から 150 マイルも伸びており、緩やかに隆起した岩盤

を形成するが、丘のようになることはないという。ラテライトは無数の細孔と扁桃状の空洞が

あり、白と黄色の石灰質の泥岩で満ちていて、さらに、鉄鉱石の小石や石英の破片が大量に埋

没している点も特徴的であるとする。また、花崗岩とラテライトが密接に交わっている標本に

ついても関心を向けている。一部の標本では２つの岩石が混ざり合って、粗い角礫岩または礫

岩を形成していると指摘している（Oldham, 1856, pp. 2-3, Stirling, 1825, pp. 178）。 

スターリングは続けて、「マハーナディー川の南のクルダ地域で、孤立した白色でまだらの砂

岩の孤立した丘がいくつかあり、花崗岩の丘の間に奇妙にも点在している。硬化した白い石灰

質粘土層はそれらと一緒に見られる。原住民たちは漆喰をそれから取り出し、自分たちの家を

飾るのである」。さらに彼は、カタック地方の最北端地域における岩石の記述に進む。そこでは

片麻岩、雲母質岩、角閃岩質岩（gneiss, micaceous and hornblendic）が見られ、タルク・ス

レート（滑石粘板岩）、マイカ・スレート、および緑泥石片岩－蛇紋岩とポット・ストーン（凍

石の一種）に変化する―はかなり豊富に見られるという（Oldham, 1856, p. 4, Stirling, 1825, 

p. 178）。 

以上のオールダムが引用したスターリングの岩石に関する記述は、鉱物資源について詳しく
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は論じていない。オールダムが求めていた石炭については全く記述がない。スターリングが「主

に豆状鉄鉱石、土状の赤鉱、および黄土色の赤鉄鉱の状態で」、カタック丘陵全体に鉄が豊富に

存在すると述べた上で、「鉄がデンカナル、オヌグルとマユルバンジ藩王国において精錬されて

いる」という箇所が引用されている（Oldham, 1856, p.4, Stirling, 1825, p.179）。また、スタ

ーリングはデンカナル（藩王国）とケオンジャル（藩王国）の河川のいくつかで金が存在する

と述べていることを、オールダムは指摘する（Oldham, 1856, p. 4）。オールダムは引用しなか

ったが、スターリングはカタック丘陵で「私は鉄以外の金属の存在を確認できていない」と述

べていた（Stirling, 1825, p.179）。 

また、オールダムが引用したスターリングによる岩石に関する情報については、スターリン

グ自身がある程度自信を持って述べた箇所だった。スターリングはカタックで得られた岩石の

膨大な標本を、インド測量所に在籍する H.W. ヴォイジー（Henry Wesley Voysey: 1791-1824

年）の調査に提供したことがあり、その際に彼から助言を得ていたと言う（Stirling, 1825, p. 

177）。ヴォイジーはインド大三角測量隊に外科医として加わったが、地質学にも明るく、1818

年から 1823 年にかけてインド中部・南部の地質調査に貢献したとされる。1820 年にハイデラ

バード地域の地質図を完成させたこともあり、「ヴォイジー博士はまさにインド地質学の父と

みなすことができる」と後に位置づけられた（Auden, et.al. 1951, p. 2）11。スターリングによ

るヴォイジーに関するこの脚注部分については、オールダムは特に言及していない。 

 

４．スターリング論文の意義 

 

スターリングの論文は、当該地域に関して明らかにした初めての地誌で、175 ページに及ぶ

分厚なものである。それは彼の行政官として行った一連の調査を基盤として執筆された。この

点については後述することにし、まずは彼の経歴を見てみたい。 

スターリングは官吏育成機関であるヘイリーベリー（Haileybury）校で 1811–12 年に学んだ

後、インド高等文官（Indian Civil Service）に採用され、1813 年にインドに着任した。父は海

軍将校で、後に提督まで昇進した人物である。ペルシャ語が堪能だった彼は、政務局（Political 

Department）で要職を歴任するが、1817 年 10 月 10 日付でカタック地方の副長官（Secretary 

to Commissioner of Cuttack）、さらに短い間ではあったがカタック（県）の徴税官（Collector 

of Cuttack）を務めた。この間、彼は政府の依頼でオリッサ地方における土地制度に関する報

告書（Minute）を 1821 年に提出し、それは後にオリッサにおける初期統治時代の歴史に関す

る本に再録された（Toynbee, 1878）。カルカッタに戻った時期は不明であるが、1828 年にベイ

リー（B W. Bayley）がベンガル総督を代理で務めていた間、彼の秘書官（Private Secretary）

であったとされる。順調に出世していたスターリングではあったが、1830 年に病のためカルカ

ッタで没した 12。 

スターリングの調査報告の基盤となっていた 1821 年の報告は、端的に言えば、イギリスに

とって最重要であった耕作地からの地税徴収の在り方を見直すためのもので、ムガル朝時代か

らマラーター時代、さらにイギリス支配でどのように徴税が受け継がれてきたのかを報告した
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ものだった。彼は 1820 年 12 月 22 日付の決議に従い、1821 年前半にカタック地方だけでな

く、その周辺の藩王国にも足を運んだのだった 13。 

こうして「オリッサ本土、ないしカタックの地理、統計、歴史調査報告」が執筆されたが、

その内容は 3 部に分かれる。第 1 部は、オリッサの歴史上の展開と領域にはじまり、地理的な

特徴や生態、各地の農業、漁業、塩業の状況、河川の実態、動植物、民族やカースト、言語、

人口、地租等について触れている。第 2 部はオリッサ地方の編年体の歴史を試みた部分で、王

統譜、ムガル、マラーター時代のペルシャ語文献や聞き取りを基にした。中でも、ジャガンナ

ート寺院の年代記『マダーラ・パーンジー（Madāla Pānjī）』を参考にしながら、今日的な位置

づけでは、西暦後の（伝説的な）古代王朝から中世、さらに近世までの支配王朝の展開を網羅

しており、1803 年のイギリス支配の開始とクルダ王の隠棲までが論じられている。最後の第 3

部はこの地域の主要な遺跡、寺院、建築物が紹介されている（Stirling, 1825）。 

現在の歴史学において、スターリングの論文はオリエンタリストによる記述という批判や後

半の歴史叙述については、寺院の年代記に頼りすぎたために誤った個所が多いと言った指摘が

ある 14。また、例えば論文の中でスターリングが平野部の人々について「その欠点が何であれ、

東インド会社の管轄地域において、間違いなく最も温和で、穏やかで、無害であり、統治しや

すい」（Stirling, 1825, pp. 199-200）と述べているように、植民地主義あるいは帝国主義的な

史観であるという指摘は免れないだろう。後述するように、この論文は第 3 部のカタック及び

その周辺に残る遺物について触れた箇所が特に注目され、後の追跡調査の呼び水になったこと

に加え、英語ではあったが、初めての編年体での一貫した歴史記述の試みであったことに意義

があったように思われる。 

 

５．キットーの石炭に関する報告 

 

スターリングの論文に続いてオールダムが触れたのは、1837 年から翌年に公にされたキッ

トー（Markham Kittoe: 1808-1853 年）による石炭に関する一連の報告だった（Oldham, 1856, 

p. 5）。まず、オールダムが参照したのはベンガル・アジア協会の会合で紹介されたキットーに

よる炭田発見のメモ（Kittoe, 1837b, p. 320）と「石炭が含まれている可能性が高いカタックの

丘の一部（Section of a Hill in Cuttack supposed to be likely to contain Coal）」（Kittoe, 1838a, 

pp. 152-155）と題した書簡だった。 

オールダムは前者のメモを参照し、キットーが Kursooa 川と Bytumee 川付近（現在のマハ

ーナディー川とブラフマニー川の支流と推定）のオヌグル（藩王国）とヒンドゥール（藩王国）

で広大な石炭層を発見し、石炭と鉄鉱石鉱山が隣接していると述べていることを紹介している。

また、後者の報告からキットーが、カタックの西に位置するネワラジ（Newraj、現在の Naraj）

にある丘に、石炭が見つかる可能性があると示唆している文をオールダムは抜き出している

（Oldham 1856, p. 5）。 

オールダムは後者の報告について、批判的な見解を述べる。キットーがこの丘について、暗

緑色のトラキタイト（粗面岩）で、やや粗いガラス質を呈し、微細な気泡を含む大きな岩脈が
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横切ったものとしているが、このキットーの報告の中で示された標本（ベンガル・アジア協会

が所蔵）をオールダムが実際に観察すると、この見解を裏付けるものがないと指摘する。一方、

この地域の石炭含有岩層を貫く、火山岩のトラップ岩脈も標本にはなく、キットーの報告が疑

わしいとしている（Ibid）。 

さらに、オールダムは「キットー中尉は当時の石炭委員会から、これらの地域で石炭を探査

するよう委任されたが、まったく成果を上げられなかったようだ」と指摘した上で、「彼の旅行

記によれば、同地域に数多く存在する非常に興味深い古代遺物の調査と記述に、彼の主な関心

が向けられていたように思われる。彼はその記述に関して非常に優れた資質を備えていた」と

し、キットーによるネワラジの丘における石炭の埋蔵の可能性だけでなく、火山岩の存在その

ものを否定した（Ibid）。 

キットーは中尉（Lieutenant）と称されていたように、軍に所属しながら先のスターリング

の論文において紹介された、カタック地方およびその周辺にある古代の遺物を業務の傍らで追

跡調査をしていた。彼の石炭に関する報告は、オールダムが暗に示すように、遺物調査の際に

訪れた場所にあった断層の観察に基づいており、石炭を主目的としていたわけではなかった。

ただしキットーは地質学について専門的な知識を持っていないことを自覚しており、彼の後者

の書簡は 1836 年に設置された「インド石炭・鉱物調査委員会（Committee for Investigation 

of the Coal and Mineral Resources of India）」の幹事（Secretary）であるマクレランド（John 

McClelland: 1805-1883 年）15 に宛てたもので、地質学の見地から専門的な意見を請うたもの

だった（Kittoe 1838a: 152-155）。 

このキットーであるが、1837 年から 1838 年にかけてカタック及びその周辺の遺物調査を精

力的に行っていた。ベンガル・アジア協会の幹事であったプリンセップ（James Prinsep: 1799-

1840 年）の依頼を受けて、スターリングが先の報告で紹介したブバネーシュワル近郊のカンダ

ギリにある石刻文をより精巧に写し取った（Prinsep, 1837, pp. 1072）。また、カンダギリの隣

にあるウダヤギリでも石刻文の短い文を写し取ってベンガル・アジア協会に提出している。さ

らにブバネーシュワル近郊のダウリで、新たに石刻文を発見したことを報告している（Kittoe, 

1837, p.320）16。 

インド考古調査局の初代総局長（Director General）のカニンガム（Alexander Cunningham: 

1814-1893 年）はキットーと交流のあった人物の一人で、彼の回想によると、キットーとプリ

ンセップが知り合ったのは 1836 年の終わり頃であったと言う。当時、キットーは『インド建

築図解（Illustrations of Indian Architecture）』（1838 年に出版）の執筆に取り組んでいた。

カニンガムによればこの著作は「主に挿絵に価値があり、その多くは現在では写真に取って代

わられている」（Cuningham, 1871, pp. 24-25）と指摘しているように、キットーは精巧な図面

やスケッチを得意としていた。そのことはキットーのカタックでの一連の調査報告や旅行記に

おいても活かされており、風景画、神像や柱、石刻文の模写などの精巧なスケッチが挿入され

ている。カニンガムは考古調査局が創設された経緯について述べた文の中で、キットーの探求

心や観察力については評価するものの、考古学的な思考については疑問を付していた。キット

ー自身も、自分は古典学者でもサンスクリット学者でもないが、観察眼と探求心を持ち、図像
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を記録する面では優れていることを自負している（Ibid, 24-27）。 

さて、1837 年 3 月末のブバネーシュワル近郊での調査の際に、キットーがオヌグル藩王国

とヒンドゥール藩王国において、河川沿いの断面に見られた石炭に関して書面で協会に報告し

ていたことを、オールダムが参照していたことは先に述べた。彼が参照したのは 1837 年 5 月

3 日に開かれたベンガル・アジア協会の会合の議事録であった。オールダムは触れていないが、

この 2 つの藩王国での「鉱物の存在は、以前にヨーロッパ人によって知らされており、標本も

提出されている。キットー中尉は、詳細な報告のためにこの地域を訪れ、調査することを強く

望んでいた。これは、マハーナディー川を下る水運に便利な立地であれば、プリーに寄港する

蒸気船向けに石炭を供給できる可能性があるためである。炭鉱と鉄鉱石鉱山は隣接している」

と述べられていた（Kittoe, 1837b, p. 320）。 

こうしたキットーの石炭や鉱物に対する関心は、ベンガル・アジア協会のプリンセップが当

時インド石炭・鉱物調査委員会の委員でもあったことに関連するかもしれない。キットーはこ

れに続いて先述したネワラジの丘における石炭の埋蔵の可能性を示した後、彼は同委員会の依

頼を受けて、より詳しいカタック地方及び周辺の石炭を中心とする鉱物調査のため、カルカッ

タを 1838 年 2 月 23 日に出発した。彼はカタックに向かう道中で、河川敷を中心に石炭の塊を

探し歩いてもいる。それと同時に、途中で見かけたモスクや寺院などの建築物や古物に立ち寄

り、スケッチに収めたりもした（Kittoe, 1838b, pp. 679-680）。 

特に成果の見られた調査については、「タルチェルとオヌグルの炭鉱及び鉄鉱山に関する報

告（Report on the Coal and Iron Mines of Talcheer and Ungool）」として『ベンガル・アジア

協会誌』に掲載されたが（Kittoe,1839a, pp. 137-144）、これについてオールダムは全く触れて

いない。しかもこのキットーによる調査を反映した石炭・鉱物調査委員会の報告箇所について

も、「ほとんど誇張と混乱した記述でしかない」と一蹴したのだった（Oldham, 1856, p. 6）。 

 

６．石炭・鉱物調査委員会とキットーによる調査 

 

インド石炭・鉱物調査委員会は、カルカッタからアラーハーバードの間でガンジス川を往来

していた蒸気船に、安定的に石炭を供給することを目的に、1836 年 12 月に設立された。ガン

ジス川の支流であるダモダル（Damodar）川沿いのブルドワン（Burdwan）にある諸炭鉱が、

この需要を担っていたが、カルカッタまで石炭を運搬するために、当時は河川交通を頼りにし

ていた。委員会の任務はダモダル川が急流であり、1 年の半分は水量が不足して船舶の航行が

できなくなるため、より安定した、リスクの少ない産炭地を別に探し出すことだった。それに

加え、炭鉱の周辺で鉄、鉛、銅、あるいはその他の有用な金属の産出の可能性を探ることも目

的とされた 17。 

キットーは上司との間でトラブルが生じ、一時軍を離れた（Cuningham, 1871, p. 25）。1838

年はじめに彼はベンガル・アジア協会から一時的に給与を得られることが認められ 18、「タルチ

ェルとオヌグルの炭鉱及び鉄鉱山に関する報告」の下地となった調査はこうした彼が軍を離職

していた時期に実施されたのだった 19。 
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さて、このキットーによる報告であるが、1838 年 3 月 16 日にカタックを出発したところか

ら始まる。前半は旅行記としても読め、タルチェルに至るまでの寺院、地形や地質、農業、藩

王との謁見など雑多な内容になっている。オールダムが言及を避けたのは、こうした旅行記風

の記述にあったのかもしれない。後半はタルチェルのブラフマニー川沿いに見られる石炭及び

この川を北に上がった隣のオヌグル藩王国に近いゴパルプラサード（Gopalpurasad）のヒンゴ

ライ（現、Hingula）で見られた石炭について、最後にこの地域で見られる鉄鉱石について述

べている。この時得られた石炭は標本としてカルカッタの委員会に送られた。キットーはこの

時の調査に、オリッサ沿岸からカルカッタまで塩を輸送する請負業者だったビートソン

（Beetson）を同伴しており、タルチェルからブラフマニー川を下ってカルカッタへ石炭を輸

送する際のコストを算出してもらっている（Kittoe, 1839a, pp. 137-144）。彼は別に発表した

この時の旅行記で、以上の石炭の情報の多くを、地元の一人の僧侶から得たと述べている

（Kittoe, 1838b, p. 1060）。こうした調査の初期段階において、現地の知識人層から鉱物の情

報を得ることはそれほど珍しいことではなかったようである 20。 

以上の内容は 1841 年の石炭・鉱物調査委員会による報告書に反映され、「カタック」と題し

た項目の中に記載された。ここで問題視されたのはキットーが送った石炭は品質が良くなかっ

たことである。委員会はタルチェルとヒンゴライの炭田が広大で価値があると認めるが、採掘

可能な石炭層が地表からかなり深い位置にあるとし、さらなる調査をすれば、品質の良い石炭

が見つかる可能性があることを指摘した 21。 

また、委員会はカタック地方長官のミルズ（Mills）に対し、キットーの調べた２つの炭層に

ついて、追加の調査を依頼していた。引き受けた人物は、キットーが調査の際に同伴した塩の

輸送請負業者ビートソンだった。ビートソンはキットーが送った標本以上に良質な石炭を手に

入れ、政府が費用を負担するならば、委員会宛てに標本を送ることを約束したが、実際送られ

てきた石炭もまた極めて質が悪かった。他にビートソンがカルカッタまでの石炭の輸送運賃を

見積もった額が新たに提示された 22。 

石炭・鉱物調査委員会の最終報告書は 1846 年に出された。「カタック石炭地区」のところで、

タルチェルの石炭に関する 2か所の情報が、これまでの議論を踏まえた上でまとめられている。

それによれば、タルチェルの町の「城塞から半マイル離れた、バラジョラ（Balajora）と呼ば

れる小さな渓谷の川岸に石炭の層が見られ、地表から 13 フィートの深さで厚さ 18 インチの層

が発見されている。その下には灰色の岩石があり、上述した頁岩と同様に、石炭層特有の植物

の痕跡が含まれている。この石炭は品質が良く、きらめくような光沢があり、薄い頁岩層と交

互に堆積している」。さらに、もう一か所のヒンゴライについて触れ、そこが「タルチェルから

14 マイル離れた、ブラフマニー川の支流沿いでは、川の両岸に広範囲にわたって石炭が露出し

ており、川底の砂から平均 15 フィートの高さに突き出ている区間は 1 マイルにわたる」23。 

以上の石炭・鉱物調査委員会の報告に対し、オールダムはあたかもタルチェルの 2 つの炭田

が価値あるもののように書かれている点に厳しい批判の目を向けた。委員会が「この石炭は品

質が良く、きらめくような光沢があり」と述べている箇所を引用し、それが誇張であり、「川底

の砂から平均 15 フィートの高さに突き出ている区間は 1 マイルにわたる」と指摘した部分に
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対しては、根拠が不明で抽象的であると疑問視する。さらにオールダムは脚注において、こう

した不確かな言説が委員会のような権威を持つ機関から発表されることによる弊害について批

判した。「このような出鱈目な主張が、その後どれほど多くの反証がなされようが、決して払拭

されることはない」と彼は述べる（Oldham, 1856, pp. 6-7）。先述したようにオールダムはそ

もそもキットーによる石炭調査に関して、否定的な見解を述べており、石炭を産出するだけの

根拠がないものと見なしていた。 

オリッサ地方周辺を旅したキットーは、岩に刻まれた文字を書きとめ、神々の石像や寺院を

スケッチし、岩石の標本やカタックの西で採取した蛇をアルコール漬けにして標本にし、プリ

ーで見つけたグプタ朝時代と推測される金貨についてその特徴を記した。彼が行く先々で出会

った「新たな発見」はベンガル・アジア協会に手紙や手記によって提出された。しかし、その

「新たな発見」のほとんどは、名もなき現地ガイド（彼の場合、ヒンドゥー寺院の僧侶が多か

ったが）に頼るもので、石炭も同様だった。キットーを動かしていたのは行く先々で出会う、

（彼にとって）珍しい遺物や鉱物や生き物であり、オールダムのような地質学の専門家の観点

とは明らかにズレがあった。 

なお、キットーは、この石炭調査を終えてカルカッタに戻ると、軍への復帰を許され、カル

カッタからボンベイへと続く、チョーター・ナーグプルを経由する幹線道路を建設するための

管理責任者に任命された（Cuningham, 1871, p. 26）。彼のオリッサ地方及び周辺での最後の旅

行記は、道の測量業務のために 1838 年 4 月 17 日に急遽カルカッタを離れ、サンバルプルに向

かった際のものである（Kittoe, 1839b, p. 367）。その後、考古学の分野で彼の活動が再開する

のは 1846 年のことで、プリンセップのビハール地方での調査に随行し、彫刻や建築装飾をス

ケッチした。これを機に、彼は北西諸州の考古学調査官に任命された。1853 年に健康を患った

キットーはイギリスへ帰国するも、直ぐに亡くなったという（Cuningham, 1871, pp. 26-27）。

キットーの調査は 1868 年 12 月にオリッサの古物調査に訪れたミットロ（Rajendralal Mitra: 

1822-1891 年）に継承され、1875 年に出版される『オリッサの古物 Antiquities of Orissa』（2

巻）に結実していった（Mitra, 1875）。 

以上、オールダムが予備報告の前半部において参照した、鉱物に関する情報は、スターリン

グとキットーによる、それぞれ地質学を専門としないアマチュアの行政官と軍所属の技官によ

るもので、両者とも別目的の、いわば「ついで」の調査にあった。結論を先に言えば、オール

ダムはタルチェルの石炭を産出する価値のないものと言う見解を強固にし、むしろカタック地

方周辺に見られる鉄鉱石に期待を寄せるのだった。次にキットーおよび石炭・鉱物調査委員会

後のオールダムの石炭に関する見解と彼が参照した鉱物調査を辿ってみたい。 

 

７．タルチェル産石炭の是非 

 

順番は前後するが、オールダムが石炭・鉱物調査委員会の直前に参照したのは、1842 年 1 月

に軍の上級技師（Executive Engineer）であるリジー（Righy）中尉がベンガル・アジア協会の

経済地質学博物館に送った建築用の石材と鉄鉱石の標本に関する報告である（Oldham, 1856, 
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p. 5, Righy, 1842, pp. 836-838）。さらに、翌年の 2 月にバビントン（Babington）がサンバル

プル北東 20 マイルのところにある鉱山で得られた、鉄および鉄鉱石の標本を同協会の経済地

質学博物館に届けたことが記されている（Ibid, pp. 5-6）24。ベンガル・アジア協会はインド東

部からの岩石や鉱物標本を受け入れ、整理・分類して保管しており、現地に行かなかったオー

ルダムではあったが、こうした蓄積された標本のコレクションを必要に応じて参照していたよ

うである。 

オールダムは先述した石炭・鉱物調査委員会にも登場したオリッサ地方長官のミルズが 1847

年に提出した、管轄する藩王国領に関する報告書（Minute）から「ケオンジャル、ニルギリ、

マユルバンジ藩王国領は多様な鉱物を産出し、地質学的調査に値すると言われている」ことを

引用した上で、タルチェルについても「これらの藩王国領で発見された石炭層は、キットー大

尉（ママ）とビートソン氏がそれらを調査し、報告したものだった」と述べている箇所を引き

出している（Oldham,1856, p. 6）。さらに、ビートソンがタルチェルの石炭層が 30 マイル以上

におよび、低木のジャングルに覆われ、様々な砂岩と頁岩で構成されていること、石炭はブラ

フマニー川を下って輸出用塩貯蔵庫のあるフンソーア（Hunsooa）まで運搬可能であり、そこ

からカルカッタへの輸送は容易であること、輸送費の高さがこれらの炭田開発の障壁となって

いることを指摘している。ここで、具体的な河川を使った石炭の輸送方法と輸送先が記され 25、

コスト面で開発が難しかったと引用した上で、多くの地域でサラノキ材が豊富にあることを言

及し、鉄鉱石がオヌグルに豊富に存在し、同地およびケオンジャル、マユルバンジで製錬され、

デンカナルの丘陵地帯でも入手可能であることを引き出している（Oldham, 1856, p. 6）26。オ

ールダムは後に述べるように、オリッサ地方周辺に見られる製鉄業に関心があり、石炭ではな

く木炭をエネルギーに使った製鉄の可能性を模索することになる。 

さらにオールダムは、その後も継続されたタルチェル炭の議論について触れている。1850 年

にオリッサ地方長官ゴールズベリー（Gouldsbury）は、ベンガル政府に対し、キットー中尉が

以前に言及した地域の一つで石炭が発見されたことを報告し、調査用の標本を送付した。同氏

は、これらの標本が採取された層について、森林での伐採作業中にそれらを見つけた監督官ハ

ートン（Harton）が、その層は 8～10 コスの範囲に広がっていると推測していると述べた。石

炭は良質と推定され、カルカッタまでの輸送費が見積もられた（Oldham, 1856, p. 6-7）。 

しかし、翌年 1851 年に送られてきた標本をベンガル政府の化学検査官に検査してもらった

ところ、不燃性の灰がおよそ 46 パーセント含み、燃料としての価値がないことが分かったと

いう。実際に蒸気船インダス号で試験的に使用したところ、普段使用しているラニガンジ炭よ

りも 50 パーセント劣るため、蒸気機関に使用することはできないという結論に至った（Ibid, 

p. 7）27。 

その後、1852 年 11 月にゴールズベリーはタルチェル産の石炭の標本を再度送ってきた。こ

の標本は地表から数フィート地下から採取され、以前のものよりも良質であるとされた。しか

し、これも灰分が 47～57 パーセントも含まれ、「石炭と呼ぶに値しない代物」だったとする

（Ibid, pp. 7-8）。 

続いて、オールダムはゴールズベリーの後任のオリッサ地方長官であるサムエルス
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（Samuells）が再びタルチェル産の石炭を 1854 年 9 月に送ってきたことに触れている。サム

エルスは先のキットーやビートソンが調べた場所を中心に、石炭と鉄鉱石を求めてタルチェル

と隣のオヌグルを訪れたのだった。なお、サムエルスはこの標本を得た視察の状況を『ベンガ

ル・アジア協会誌』に寄せており（Samuells, 1856）、オールダムもこれを参照しながら石炭が

得られた場所について紹介している（Oldham, 1856, pp. 8-9）。 

この時、送られてきた標本に対し、ベンガル・アジア協会経済地質学博物館の学芸員であっ

たピディントン（Piddington）は成分分析を行い、その結果を『ベンガル・アジア協会誌』に

紹介した。オールダムも引用しているが、ピディントンは「表層炭、すなわち鉱山の上層で一

般的に質の劣る層から採れる石炭」であり、大量の標本を送ってもらい大規模な試験を行う必

要はないとする一方、竪坑を掘ってより深い層を調べることを助言している（Piddington, 1855, 

Oldham, 1856, p. 9）。オールダムはサムエルスの調査に「石炭を含む岩盤の広がりや厚みを何

らかの方法で推定する根拠が全く見出せなかった」と苦言を呈し、ピディントンによる竪坑の

助言に対しても「無謀な試み」として否定するのだった（Ibid）。 

こうしてオールダムは、それまでのタルチェル炭に関する一連の調査が、「炭田が占めるエリ

アの広がりを調査したり、その岩石の厚さ、性質、相互関係を明らかにしたり、また、インド

の他の炭田で産出する岩石との関連性や相違点を調査するような試みは、全く行われていなか

った」と述べ、「ほぼ 15 年間、絶えず繰り返されてきた」タルチェルの石炭についての議論に

明確な解答を出すことがふさわしいとする（Ibid, pp. 9-10）。つまり、インド地質調査所の若き

所員であるブランフォード兄弟とテオボルドらによる今回の現地調査結果がその明確な解答に

なるのだった。この調査はベンガル準知事による要請に答えるものでもあったとされる。 

オールダムはこの調査報告に先んじてタルチェルの石炭に関する結論を述べる。それによれ

ば、採掘可能な石炭層は発見されなかったこと、今後も発見される可能性が極めて低いことを

指摘した。その上で、表層にある石炭の質が悪い場合に、坑道を掘り下げていけば良質の石炭

が見つかるという考え方を強く否定したのだった（Ibid, p. 10）。 

オールダムの予備論文の後半は、当該地域の製鉄の可能性を追求したものだった。彼は鉄鉱

石について良質であると述べた上で、タルチェルの鉄鉱床、地元の製鉄の様子や労働者の状況、

製鉄の炉や精錬過程、周辺の豊富な木材を使った木炭の使用や反射炉の導入の提案などに触れ

る。オールダムは製鉄がこの地域の産業の育成に繋がるとし、木炭による製鉄の有効性を科学

的な根拠を元に持論を展開したのだった（Ibid, pp.11- 30）。 

 

８．ブランフォード兄弟とテオボルドらによる調査とインド地質調査所 

  

オールダムの予備論文に続いたブランフォード兄弟とテオボルドらの「カタック地方におけ

るタルチェル炭田の地質構造と関連性について」は専門家による初めての当該地域での地質調

査であったが、単なる炭田調査の枠内に収まるものでなかったことはあらかじめ指摘されてよ

いだろう。「この論文は、インド地質調査所が発表した最初の体系的なインド地質研究となった」

(Auden et al. 1951, p. 6) のだった。彼らによる現地調査は 1855-56 年の冬の時期に実施され
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た。 

その報告書は、まず、タルチェル炭田周辺の地質について、「概して変成岩の地域であり、所々

に火成岩起源の貫入岩脈や鉱脈が入り込み、堆積物の盆地を含む。いわゆる炭田周辺およびそ

の間の全域、ならびにこの地域の丘陵地帯は、本質的に様々な種類の片麻岩で構成され、低地

の海岸地域や河川の三角州では沖積層に覆われている」（Blanford et.al. 1856, p. 35）とした上

で、1. 火成岩、2. 変成岩、3. 堆積岩、4. 化学的・水成起源の岩石の順で、ナーグプルやガン

ジス川周辺の地質の比較とともに岩石の特徴について詳細に論じた（Ibid, pp. 36-45）。彼らが

注目したのは、最下層の炭層にある地質の特徴で、すでに情報のあった現在のマハーラーシュ

トラ州のナーグプルの炭田とジャルカンド州ダモダ炭田とを比較している。この調査ではそれ

ぞれ、マハーデヴァ層群、ダモダ層群、タルチェル層群の名称が定義づけられ、これらの層群

の最下部にあると推定されたのがタルチェル層群で、氷河の作用によって形成されたと推論し

た（Ibid, pp.46-58）。彼らの記述は広範囲に及び、石炭の露頭箇所の検討（採掘に十分な量で

はないとされたが）、その一つであるゴパルプラサードから見つかったシダ植物であるグロソ

プテリスなどの化石、隣接するアトガル盆地の地質、ラテライトの起源について検討している

（Ibid, 59-83）。 

以上の彼らによる地質に関する検討の結果は 5 つにまとめられた。1. カタック地方の最古の

岩石は片麻岩とそれに付随する主に結晶質の花崗岩であり、前者の変成作用はおそらく後者の

貫入と同時期に生じた。2. この地域の堆積岩は三つの群から構成されており、各群は下位群に

対して不整合に堆積している。これらは明らかに、ナーグプルやダモダなど他地域で観察され

る層群と平行している。3. タルチェル盆地、おそらくアトガル盆地も、本来の堆積盆地ではな

く、広大な堆積層が後に浸食された残存部分である。4. ラージマハル、ダモダ、ネルブッダ各

地の炭田において顕著な特徴をなし、中央及び西インドの地質学において極めて重要な役割を

果たしている玄武岩の貫入岩脈などは、カタック地方では全く見られない。沖積層においても

玄武岩の小石や巨礫すら発見されていない。そのため、この地方は火山活動の範囲外にあった

と推測される。5. 丘の丸みを帯びた形状は、かつて著しい海洋侵食があったこと、海岸に向か

って徐々に低くなる丘の高さと、丘の麓まで広がる平坦な平野は、後の非常に緩やかな隆起を

示していると言う（Ibid, pp. 83-84）。 

この調査報告は後にゴンドワナ大陸（現在のアフリカ、オーストラリア、ニュージーランド、

南アメリカ、インド亜大陸、南極大陸にあたる）の概念が形成される上で、礎となったとされ

る(Auden et al. 1951, p. 7) 28。ブランフォード兄弟とテオボルドらの後半部分の最後は、タル

チェルの鉄鉱石の特徴、鉄の生産に関して使用されている炉、燃料である木炭、労働力といっ

た側面から検討されており、きわめて鉄の生産が難しいことが導きだされている。さらに、金

やダイヤモンドなど希少価値の高い鉱物に関する情報を紹介している（Blanford et.al. 1856, 

pp. 85-88）。また、巻末には地質図と断面図が掲載された。結局のところ、この報告はそれま

での石炭調査とは異なり、岩石の精査と互いに離れた各石炭層の連続性と層序を検討しており、

インド亜大陸の形成を問う深層に目を向けていたことになる。 

さて、そもそもオールダムを所長とする地質調査所の設立を後押ししていたのは、1830 年代
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にはじまる石炭需要の高まりだった。先述した石炭・鉱物調査委員会は、インドのように地質

が不明で、石炭が産出される地域が未調査である中、優れた能力と熱意を備えた人材が不可欠

であるとし、今後インドの石炭層に関する専門的な地質調査を実施し、イギリスの高度な科学

機関に諮ることを勧告した 29。この要請に応じて、1845 年にイギリス地質調査局からウィリ

アムズ（David Hiram Williams: 1812–1848 年）が炭田のある地域の地質調査を行う目的で、

インドに派遣された。ウィリアムズはラニガンジ炭田とカイムール（Kaimur）高原の間の地域

を 2 年の年月をかけて調査したが、1848 年 11 月に野営中に感染した熱病により死去した

（Auden, et.al. 1951, p. 3）。 

オールダムはいわばウィリアムズの後任にあたる。1850 年に東インド会社によって雇われ、

1851 年 3 月にインドに赴任した。アイルランド出身の彼は、スコットランドのエディンバラ

大学で工学を、地質学と鉱物学を同大学のロバート・ジェイムソン（Robert Jameson: 1774-

1854 年）の下で学んだ。オールダムはインドに赴任する直前まで、ダブリンにあるトリニテ

ィ・カレッジの地質学の教授を務めており、ダブリン地質学会の会長でもあった。実績も十分

な彼はインドで地質調査所を一研究機関として育て上げ、引退する 1876 年までの間、所長と

して奔走した（Auden, et.al. 1951, p. 3）30。 

先述したように、石炭・鉱物調査委員会の設立された頃、蒸気船に使用する石炭確保やイン

ドの資源状況に関する調査が急がれるようになった。所長のオールダムが産炭地だけでなく、

これまでに詳しく調査が行き届かなかった辺境地の炭田の可能性を検討することは、地質調査

所の設立の趣旨に沿うものでもあったとも言える。初期の地質調査所が経済的な鉱物資源の調

査に力を入れていたことはこれまでの研究が明らかにしている通りである 31。このことは、オ

ールダムとブランフォードたちの報告の後に掲載された、2 本のノートがいずれも金に関する

ものであったことからもうかがえる。一つはアッサムの金の含有鉱床に関するもので、もう一

つはビルマから送られてきた砂金の標本をオールダム自身が分析したものだった 32。また、オ

ールダムは若い所員を率いて、石炭を含む岩石がどのような条件下で産出されるのかについて

体系的な研究を行い、石炭が埋蔵されている地域における継続的な地質調査を地質図の作成と

共に始めたのだった（Ibid, p. 6）。 

 

９．おわりに―調査のバトン・リレーと開発 

  

地質調査所の設立により、アマチュアによる野外調査から専門的な鉱物調査の時代に移行し

た 33。そのことはオリッサ地方周辺の鉱物調査が石炭や鉄鉱石などの鉱物の所在を追うだけで

なく、層序学に力を入れていたことからも明らかであった。では、その専門的な見地からの調

査はどのように次なるバトンへと引き継がれていったのだろうか。最後に、タルチェル炭田を

例に挙げて検討したい。 

オールダムは予備報告において、繰り返されてきたタルチェル炭が良質であるという指摘を、

送られてきた標本検査とブランフォードらによる現地調査の結果から否定した。彼の意見によ

り、タルチェル炭の開発の是非に一応の決着が付いたかに見えたが、タルチェルとその周辺で
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の鉱物資源の調査はその後もバトン・リレーのように引き継がれ、石炭、鉄鉱石、石灰石、建

築石材を中心に検討が重ねられていった。 

オールダムはタルチェルの石炭については、商業ベースでの採炭に関して厳しい見方を取り

続け、彼の主張がその後も何らかの影響を与えたことは指摘されてよいだろう。1867 年に出版

された彼による『インドの石炭資源と生産（The Coal Resources and Production of India）』

では、「この地には石炭がほとんどなく、存在するわずかな量も質が悪く、粗悪な用途以外には

利用価値がない」としている（Oldham, 1867, p. 11）。その後、1875 年に地質調査所のボール

（Valentine Ball: 1843-1895 年）がタルチェルの石炭調査を依頼された。地元の当局やベンガ

ル準知事が、この炭田を採算の取れる形で開発できれば、オリッサに多大な利益がもたらされ

ると考えており、公共事業局の局員が派遣され、いくつかの炭層を掘り起こして、蒸気機関で

の試験運転のために石炭をカタックまで運んでいたと言う（Ball, 1880, p. 499）ボールはタル

チェル周辺での炭田の広がりを地質図にまとめ、その採掘の可能性を指摘したが、タルチェル

炭の採掘についてはその運送コストの面から慎重な意見を述べている（Ball, 1875, p. 120）。ま

た、別のところで彼はその石炭が極めて質が悪いことを指摘している（Ball, 1880, p.508）。 

こうしたタルチェル炭への否定的な見解は地質調査所から情報を得ていた、W. W. ハンター

（William Wilson Hunter: 1840-1900 年）の統計報告にも反映された。彼はオリッサの藩王国

について触れた『ベンガル統計報告（Statistical Account of Bengal）』の第 19 巻において、

「ラニガンジ炭」に匹敵する品質の石炭ではないことを指摘し、本格的な試掘に経費が掛かる

こと、地元の消費が十分に見込めないこと、陸上輸送が高コストであることを挙げ、その開発

を断念せざるを得ないと述べている（Hunter, 1877, p. 202）。こうした見解は、やや時代が開

くが、1910 年に出版された藩王国の地誌においても、消費地への輸送コストの面から開発に至

らないことが記されている（Cobden-Ramsay, 1910, p.325）。灰分が多い石炭の質と輸送コス

トの面から、その開発は長らく実施されることはなかった。 

その一方で、20 世紀初めには地中より良質なタルチェル炭が発見され（Orissa Board of 

Revenue, 1961, pp. 55-56）、1911 年には藩王の指揮の下で元地質調査所所員による探査も行

われた（Mishra, 1998, p. 57）。詳細は別稿に譲るが、実際の開発が行われたのは 1920 年代の

ことだった。1920 年に東インド試掘シンジケート社（East India Prospecting Syndicate Ltd.）

によってタルチェル炭田の試掘が行われ、翌 1921 年にヴィリアーズ社（Villiers Ltd.）によっ

て「タルチェル炭田社（Talcher Coal Field Ltd）」が操業され、炭坑が開かれたのだった。そ

の後、1930 年までに鉄道会社 2 社も加わり、合わせて 3 社によって炭坑が掘削された

（Government of Orissa, 1972, pp.193）。1927 年 1 月にはベンガル＝ナーグプル鉄道社によ

って、ベンガル湾沿いに敷かれたカタック＝カハラグプル路線からタルチェルに鉄道が接続さ

れると、石炭の運送が容易となった（Nayak & Jena, 2021, pp. 441-442）。とは言え、大規模

な産炭はインド独立後の国有化を待たなければならなかったとされる（Government of Orissa, 

1972, p. 193）。 

冒頭でも述べたように、現在のタルチェル炭田は増産を続けるオディシャー州の拠点となる

炭鉱である。『ニュー・インディアン・エクスプレス』紙は、連邦教育相がタルチェル炭田で
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2024-25 年度に 1 億トンを生産したのに対し、2025-26 年度には 1 億 2500 万トンになる見込

みであると第 15 回再定住・周辺地域開発諮問委員会の会合で発言した。また、炭田拡大のため

の土地収用と住民の再定住問題について話し合われたことを同紙は報じてもいる 34。タルチェ

ル炭は灰分量が多いことから、主に火力発電に利用されている。オールダムの主張は鉄路の繋

がりや発電の用途がない時代のものであるとは言え、現在の活況からすると隔世の感がある。 

以上、本稿ではオールダムの予備論文を手掛かりに、1820 年代から 19 世紀中盤までのオリ

ッサにおける資源調査の過程を追った。実際の開発に至るまで、バトン・リレーのように再調

査が幾度も繰り返されていったことは、タルチェル炭を例に明らかになった。本稿が検討した

時代は、スターリングやキットーといった別目的の調査から資源情報が寄せられるアマチュア

の時代から、地質学の専門調査の時代へと切り替わる過程でもあった。両者を繋いだものがあ

るとすれば、露頭に見られる何がしかの痕跡が、目には見えない地下の深層に連なっているこ

とへの強烈な関心だろうか。表面に現われている古代の遺物も鉱物もそうした深層の歴史を知

るための手掛かりとなるものだった。換言すれば、埋もれた過去を想像するきっかけを遺物や

鉱物が与えてくれたのだった。そして、そのような一連の調査は植民地主義の拡大と並行して

行われていたことは言うまでもない。スターリングであれ、キットーであれ、ボールであれ、

情報のない辺境地に果敢に踏み込み、現地の状況を報告することで、見えない統治の先を見通

せるものにした。そうして蓄積された知識や情報は、イギリス帝国において共有されるものと

なり、統治に活かされていったのだった。本稿で述べたタルチェル炭田に関する調査のバトン・

リレーは、断絶を伴いながらも、最終的に植民地側の開発に繋がっていったように、である。 

より詳細なタルチェル炭田の開発過程とマユルバンジ藩王国のグルマヒサニ鉄鉱山について

は、別稿において検討したい。 

 

本研究は JSPS 科研費 JP 24520812 および JP 19K01037 の助成を受けたものです。 
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ることにあった。もう１つは行政官、税務官、司法官によって遂行されたイギリスの司法の運用と行

政体系がいかにこれらの土地の権利に影響を及ぼしたのか、その程度を調べることにあった（Stirling, 

1821, p. ii）。マラーター支配から引き継いだ東インド会社支配下の地租が過重であったことから、旧

支配層から反発を招き、反乱が勃発していた。 

14 例えば、オリッサ史の歴史記述を分析した Mishra, L. & Mishra, S.（2005, pp. 49-50）。 

15 医師であったが自然科学の関心が強く、地質学にも明るかったとされる。脚注 21 の報告書は彼の名

にちなんで『マクレランド報告』とも言う。 
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16 この時、キットーが見つけた石刻文は、後にアショーカ王の摩崖法勅であることが判明した。 

17 Reports of a Committee for Investigation of the Coal and Mineral Resources of India, for May 

1845, pp. i-ii. 

18 Proceedings of the Asiatic Society. Anniversary Meeting, the 3rd January 1838, Journal of Asiatic 

Society of Bengal, vol.6, 1837, p.1098. 

19 キットーの肩書はこの報告では中尉ではなく、アジア協会博物館の学芸員兼司書になっている

（Kittoe, 1839a, p. 137）。カニンガムはキットーが「石炭委員会の幹事に任命され、それがきっかけ

となってオリッサ地方を広く旅した」（Cuningham, 1871, p. 25）としているが、委員会の報告に掲

載された幹事会リストに彼の名前はなかった。 

20 例えば、1809年に専門家ではない行政官がベンガルの石炭について調べた際に、最終的に得た情報

は年老いた上層カーストのヒンドゥー教徒によるものだったと言う（Ray, 2015, pp. 476-477）。 

21 Reports and Abstracts of the Proceedings of a Committee for the Investigation of the Coal and 

Mineral Resources of India, 1841, p. 31. 

22 Ibid. 

23 以上、Reports of a Committee for Investigation of the Coal and Mineral Resources of India, for 

May 1845, p. 146. 

24 この鉄鉱山は地元の農民たちによって採掘されて、鉄に製錬されており、年間 1000マウンドが生産

されていると言う（Babington, 1843, p. 164）。 

25 以上のことは、脚注 21 の報告書の内容と重なる。おそらく、オールダムはこの報告書を読んでいな

かったと推測できる。 

26 このミルズの報告書に該当する原典の箇所は Mills（1847, pp. 84-90）。 

27 オールダムが 1851年にインドに着任して以降の議論のためか、この部分について出典がない。 

28 「ゴンドワナ」とはインド中央部の「ゴンド族の土地」から採られた。スイスの地質学者エドゥアル

ト・ジェース（Eduard Suess: 1831-1914 年）は、地球の南に広がる各大陸の地質構造の類似性を、

グロソプテリスの化石が共通して発見されていることに着目することで、一つの超大陸であったこと

を指摘した。詳細はゴンドワナ大陸という名称の持つ様々な意義について検討した Bashford et. al.

（2021）。 

29 Reports of a Committee for Investigation of the Coal and Mineral Resources of India, for May 

1845, pp. viii-ix. 

30 オールダムの尽力により、地質調査所は 1855 年までに J. G. メドリコット（Joseph G. Medlicott: ? 

-1866年）、W. テオボルド、H.B. メドリコット（Henry Benedict Medlicott: 1829-1905 年）、W. T. 

ブランフォード、H. F. ブランフォードを所員に迎えた。この他、R. I. セント・ジョージと J. S. ケ

ネディの 2名が短期間在籍した。オールダムとメドリコット兄弟はダブリンのトリニティ・カレッジ

出身であり、ブランフォード兄弟はロンドンの王立鉱山学校出身だった（Auden, et.al. 1951, p. 4）。

オールダムを含め、調査所の初期の人員にアイルランド出身者が多くを占めたことについては、

Crosbie （2012）が詳しい。 

31 例えば、Kumar（2010, p. 14）。ただし、経済的動機だけで調査がなされていたわけではないことを
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指摘する研究もある（Sangwan, 1993, p. 227）。 

32 前者は Dalton & Hannay (1856)、後者は Oldham (1856b)。 

33 Sangwan は植民地インドの地質学研究を 3 つの段階に分けて説明する。第 1 段階は 1780 年から

1836 年の石炭委員会設立まで、およそ 50年間に渡る、アマチュア的な調査時代。第 2 段階は 1836

年から 1856年のインド地質調査所設立までで、鉱物資源の開発目的が加わったとするが、依然とし

て専門家ではない者による調査が行われていた。第 3段階では、地質調査所設立以降のより理論的な

訓練を受けた地質学者が登場する時代である（Sangwan, 1993, p. 226） 

34 “Talcher coalfield to produce 125 mn tonne coal: Pradhan”, The New Indian Express, 17th Sep. 

2025 (https://www.newindianexpress.com/states/odisha/2025/Sep/17/talcher-coalfield-to-produce-

125-mn-tonne-coal-pradhan 最終閲覧日 2026 年 7 月 10日) 
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